
野菜のコスト指標作成のための準備会合（第２回） 

議事次第 

日時：令和７年 12 月 18 日（木）10：00～11：30 

場所：農林水産省本館６階技術会議委員室 

１．開会 

２．議事 

（１）野菜のコスト指標作成に向けた検討について

（２）意見交換

３．閉会 



１

第１回準備会合の協議内容

１．野菜のコスト指標の位置付け
野菜は、⽣産費統計がない上、同⼀品⽬でも作柄や地理的条件等が異なることから、それらの違いを考慮した⼀定の分類

ごとの指標や、全国平均の指標を作成するのは難しい。
そのため、例えば、⼀定の前提条件を置いて算出したコストを基に指標を作成・公表し、実際の取引時には、 その指標を
⾃らの条件等に当てはめ直して活⽤する、⾃らのコストデータと併せて活⽤する等、指標の位置付けについて検討しては
どうか。

２．野菜のコスト指標を作成する品⽬
法令に基づく指定品⽬としては、「野菜」を候補の⼀つとして検討が進められているが、野菜は品⽬数が多く、 ⼀律にコスト

指標を作成できないことから、コスト指標の作成を開始する品⽬を決定し、当該品⽬から検討を進めてはどうか。

３．野菜のコスト指標に活⽤するコストデータの収集⽅法
野菜は⽣産費統計がない等、公的統計に限りがある中、コスト指標作成団体が、指標作成に必要となる幅広い種類の

データを⾃ら収集することは、難しい状況。
そのため、国の委託事業において、コスト指標作成の基礎となる⽣産から⼩売までの各段階のデータ収集等（コスト調査）
を実施。現在、令和７年度調査について、各段階の関係者と調査仕様の調整を⾏っており、 順次調査を実施予定。
国のコスト調査を活⽤することも含め、活⽤するコストデータの収集⽅法を検討してはどうか。

⇒「コスト指標は、⼀定の前提条件を置いて作成・公表し、実際の取引では、それぞれの事業者間で価格条件を協議すること
となるため、そのコスト指標データを参考として、それぞれの段階ごとに、⾃らの条件等（産地や作型、流通の輸送距離等）
に当てはめ直して活⽤する」という考え⽅で概ね異論なし。具体的な使い⽅については、引き続き検討が必要。

⇒まずはコスト指標作成の検討を開始する品⽬を決定し、当該品⽬から検討を進めることについて異論なし。作成候補とする
品⽬（ばれいしょ、たまねぎ、キャベツ）については、第２回準備会合で引き続き検討。

⇒時間の都合上、⼗分な議論ができなかったため、第２回準備会合で引き続き検討。
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１．野菜のコスト指標を作成する品⽬
法令に基づく指定品⽬としては、「野菜」を候補の⼀つとして検討が進められているが、野菜は品⽬数が多く、

⼀律にコスト指標を作成できないことから、コスト指標の作成を開始する品⽬を決定し、当該品⽬から検討を
進めてはどうか。

第２回準備会合の協議事項①（案）

第１回準備会合の続き

（参考）
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２．野菜のコスト指標に活⽤するコストデータの収集⽅法
野菜は⽣産費統計がない等、公的統計に限りがある中、コスト指標作成団体が、指標作成に必要となる

幅広い種類のデータを⾃ら収集することは、難しい状況。
そのため、国の委託事業において、コスト指標作成の基礎となる⽣産から⼩売までの各段階のデータ収集等

（コスト調査）を実施。現在、令和７年度調査について、各段階の関係者と調査仕様の調整を⾏っており、
順次調査を実施予定。
国のコスト調査を活⽤することも含め、活⽤するコストデータの収集⽅法を検討してはどうか。

３．野菜のコスト指標の前提条件、費⽤項⽬、算定⽅法等
野菜のコスト指標を⼀定の前提条件を置いて算出したコストを基に指標を作成・公表する際、作型、栽培
⽅法、⽣産地、出荷⽤途・ルート、出荷先、経営形態、経営規模等の前提条件等をどのように設定するのか
について検討してはどうか。
また、検討に際し、P4以降のR７年度コスト調査の仕様案について、費⽤項⽬、算定⽅法等、議論しておき
たい事項等がある場合は検討してはどうか。

第１回準備会合の続き

第２回準備会合の協議事項②（案）



コスト指標作成に向けた活⽤データのイメージ

⼩売段階流通段階製造・加⼯段階集出荷段階⽣産段階主な対象

⾷品⼩売への
ヒアリング・アンケート
・業界統計等

⽶卸への
ヒアリング・アンケート

集出荷団体への
ヒアリング・アンケート⽣産費統計⽶

卸売・仲卸業者への
ヒアリング・アンケート
・業界統計等

（カット野菜の場合）
加⼯業者への

ヒアリング・アンケート
集出荷団体への
ヒアリング・アンケート

主産地の農協等への
ヒアリング・アンケート野菜

ー製造業者への
ヒアリング・アンケート

集出荷団体への
ヒアリング・アンケート⽣産費統計飲⽤⽜乳

⾷品卸への
ヒアリング・アンケート

製造業者への
ヒアリング・アンケートーー⾖腐・納⾖

○ コスト指標作成団体が、指標作成に必要となる幅広い種類のデータを⾃ら収集することは、現実的に困難な場合
がある。

○ このため、国の委託事業により、コスト指標作成の基礎となる各段階のデータ収集等（コスト調査）を実施。
○ その際、特に公的統計のない段階のコストについては、各段階の関係団体から納得が得られ、コスト指標にしっか
りと活⽤できる調査結果となるよう、⽣産から販売までの各段階ごとにどのような費⽬を調査するか、それぞれの費⽬
にどのような内容を含めるかなどの調査の仕様について調整を進めており、調整が整ったものから順次調査を実施。

○ コスト調査の主な対象と段階ごとの調査⽅法（必要に応じて関係団体と協議）

︓コスト調査で把握 ４



5

４．野菜のコスト指標の基準年の考え⽅
野菜のコスト指標の基準年について、提供可能なデータの最新年とする等、基準年の考え⽅について検討し

てはどうか。

第２回準備会合の協議事項③（案）
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５．野菜のコスト指標作成団体組成の考え⽅
野菜のコスト指標の作成・公表、事業者や消費者等の理解増進に必要な情報の提供等を⾏う、コスト指標
作成団体の組成⽅法、構成員、運営⽅法等について検討してはどうか。

第２回準備会合の協議事項④（案）




